
ブナ帯における稲作の発展
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i はしかき

lf:ijJiii多のjωlNでは!~ : JいIj見草をあげ、ることができ， このことが日本のような狭い出土で

多くの人々のm住を可古Efこしiこ1つの史としづっ1，'Gる. しかし 3 もともと烈;出:もしくは'SE明日と
される稲は， 九州から点や二iヒに伝播するにつれて，積算気の不足や冷夏，宗!]筈などによーJて生育ーし

t くく /J ) jこ， 今日のような東日本における稲作の発反は，長いにわたる121極の

の改日?などの稲作技術の進歩と一仁

本ii)fヲピの1111埠f;J:， HfWI守ふ!iiのj位を

どによるものとし、えようJ)

かりに，多燥な i二!本 し3 その特質を

rUIらカ斗こ寸とらことであら. この まその 1 として y まず 3 日本におし、て稲作がどのよう

L，拡大してい/)jこかを既存の文献を参ーに整却する.さらに，明治則以降の稲作の発展がめざましい

京北地方を 1:11心とした !:I本のフマナ帯における稲作技術の進歩と， 地域の環境条件について検討する.

ところで，稲作は IJ本山業の 1:1こ1伎であり， その技術は全国的に山水準に平均化している. しかもそ

れぞjしの場所の条件に迎合するようなあえな以f，l;i開発がはかられてきている. 主た稲作技術の地域差

多H<なわけではなく， 水平Ij条件や地JI~ .気候条件，流通システムなどに規制され 3 かなりの

主とまりのある純l主11大jでは， そのtえ:術は11:::11安である.):[lJ{乍主自主:のj訪合と異なり，家による;交

WJや経のいは少なく， 1向々の民家でのIU司によ')て得られた矢I1tょが，比較的容易にかなりのa屯Ili:I

の地域 ~zl~ で J広大であとl. さらに， 稲作に関する統計，資料の誌積はj歪めて多い.これらのこと

から) HiWI:.j支!lliiの地j或土とから民業J也!或を分析するというプこは， 大きな生があるように

ン〉

このような立場からの分析を行ったザ11として，水仔闘に1)つする千葉と清水の究があ

る. 千]誌は!J¥，HI'iI¥fll組のから， i日]本のt民業当来業52り:]涼1京~-J境克をr知J氏i主型リf化じしし.2幻) 1，両I/J

1件イt生|ト七-二.の Jみ人川;な5なI~ /.ら)ずfニI耐耐耐Ilj千出j卜付;]1病ij主丙J工)，jミ1'1性f生主も必必、虫必:と さjれしるj地血ωi以或札向itiJ川;布吋州1Iム内制り川、J刊jけ1性当二が一主史1日‘求1<:己さj才れfもしるj地也j或， 多松if!: と líli;J lI~Hろもうえされる地

J此 多11';.(牲をお 1とするj世j此良質性をーもとするよ自hι /I'/j、ドト!.'IJI二が安三k さ j しる j出 j或や1~害を
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回避する必要のある地域，その他のhBJ討し に分けたは，あるご|二j也の狩!のの選定は地域の自

然条件や社会条刊ーなどの反映と巧え， ゴL-1卜」九立虫虫l今y斗3ヰ平jq肝守午.を司干二i潟fおi刈t出ミ林 1号j地也|区亙 1早T下1生j銀u浪j見3坊三主i七ミj地む山i区主豆_， 1ドヰ中j十十判|十ド=1什lパi脱F児t凶三公辻生生l七h今:.J地虫

i広三玄泊海油冶上上一:二今:‘t氏2林 1 -'，号うラ引'J山玄の 4 つに|区玄玄‘分 し7こ3お)山1

(1町り古[1凶6);かウが、ら二までの稲作のi主主地域l'j'J変[U)の傾向を分析したり. さらにこの変動傾向を

L， )Lナ1，1~W. と 1IIILq :11央IJヰ丈弓I:!， オミ北iお 点北~I七日 f)lfiV.， 点 ~Iヒ，;[絞

引の 9 哲引こまとめた5)

おいては， fl;百円二校filiJの土也j)Jxi'j<]分析が多くおHl[さjしてきた. な泊かミ μ亡C、もj胤ムλLのj州リ引|究;はは立)上:， l'析品r刊| 
j伐支幻{出*品iトね、せjの亥変今j忍主を， それぞ;れ!れもの I! 、バ:イ(一仁こ、守、との干;行r吊泊;了己山づ;1けiγftô了を i以1>以J又〈りまく 1」、 J上:の i詐行条イ子什件~I牛|十二からゴ考う祭し fたこ乙.'ム点"

をi詳n洋、j平|手iネ引判t料細!町Hな分豆iを作成することによて引こi十余計したI¥'J，で， J 山Jl I! 学 l'jl') {i)I:，)'Cと共通する ;\:11) 分が i~D~ i)) 

て多い6) 同f!l二のうら， ょ

に分析をわった そして， 作季の変化か

その境界;:泉佐京都的ーから 111i1l¥， 岐阜市111

主るところにひ ~，¥た この線は，後に述べる!l沢弘樹林とフヅ

)-について主にJijりあぽたが，

らみて， 日本の稲大きく

，'}Iiとj乏:il}YI~ 

を分ける紋にほぼ一致すること

し に!対して多く さjしているが，を とした*北地ブjの

は7人稲作の地域差と さぐるjこめの 1つの子がかりを

る.ま jこが稲作の)主のために似lミ/L'd反している

恥不
仰
い 紋i山岳!it，その他の

どが示してあり，稲作技f，Fiの JiliJD.Q分こ子な削:1となる

!@々の稲作技術(土相互に密漆にし〈らい地域の環境条什つの1:1:1で， 全体として]つの体系をつくり

あげている • 1 のあるいはりを11記りまく環境条FIユが変化すると， 技術の(本系全体の平衡がく

ずれ， fJrしい一千街へと変化する. 従升ミσ〉稲作のIml日IJの技術に!却する分析をふまえ，今後， J辺境条件と

のかかわりの!IIで， 稲作J支{品全体の{本主ミの分jJi'を行う必要がある. いず).~しにしろ， j出月十字:の分日l}にお

ける稲作技術:二!日jする J'::::，ずしも多くなく， こ川、ら吾如実されるべき，i悶が多い.

11 稲作の地域差

1980年における 1:1本の託料地面積は5.46]千haで、あり，そのうち55.9%は氷山であった.また，

業Hl生誌の30%;[<は， えとによって占められてし、た. 1980年の7J(午前作{ては2，350千ha，

は9，692干 tであ Jiこが， 7Jく稲作会がピーグにi主したのは， ~t:.J}と aJii]訟が女台、.-)た 1970 1 1二の DH TiiJであっ

た.収穫について(土1967年の14，257守三 tが， jlr:什Tf:Ii績においては 196951ミの 3，173千haが史上で

ノ']く稲の 10年Il¥lでも 0，:) {1Mに近かった 19791，1三における水稲生出ーの分布をみると， 11又112

]II.:J し、ことがまず I~I 立つ. それに次いで，北122地方や九州

大右I~iiJから速|偏にある地域では?水稲ノj:.J2(:が主安であるといえよ

め弓米の割合の分布からも1111併できることで cn1 bl記!)，見4

全体の26，8%を

ー) 二のこと
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白川樹林日f

11日午n5Mr i)(:fl:éI7~) rí:f~li l ' と f1ì JI\ 凶夫・ j~Î出羽J (1979): 1:':1 木における ブナ品:t~~ jl;礼治 地JI!'，24.から作成.

北地方の日本陶{WJから北l出地方にかけて， 米が民主主~tJ;(:M江の50%以卜J こ 達す る地域がj去がコ ている

なかでも， :ri;';~-HIんや沼山 l!iLP そして秋111子引FU県|T性i込Lγ戸ででc引、:，(はIι立幻70タ%1以ユ i上.とい
桧lし山_Lι-L1J江一-IJ地山ブ方7にj守ける米の依宇石存j子〈勺j皮立もF山"Jしい、.これに}次kく、寸、升封米とへのf依J代f汀干存千j地むωj城l波主と しては，/北!化ヒ1仰fhK侍i}:;遊主の i上上;了二-.J川川11 石石牟科狩:j地色方'
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ゴ七地方の太平洋{H!Jの諸LiiL， そして中国西部から北九州にかけてのであ石. こ)，"Lfこたいして) I)~l 

1喧方から東海・近綾地方などの大都市1顎およびそのml辺や， [J川}江川[[1:同主訓副副印:リ川|いj地位プ刀iベペや"i'市i何q九tナ列什州ι{十刊|卜H、'1などf他也のIf'持川?

泊が2叫!日時i主主んなところでで、は， 米の重はい.

?欠に) 1979j~三における 10 a 当り水稲収の分布をみ、ると，寄りIl~ と秋 ITI ~Il~ で 550kgJj，!二のつを;(;〉

>その他の東北地方の諸県も 500kg以 i二の1::)いj双方tをあげていることがわかる(第 1---a 関)-この

f也の地域で 500kgの水準に遣しているのは?北海道の 1=1' 央 ;:fl~と長)と ~II~(こすぎない

このことから司本の米の収は，北九州を|徐いて， 比較的寒冷な地域に jl"':l仏、ことがわかみ.

ところで)おのように日本の主要なとして，葉樹林帯とフcナ帯(冷キ〉があ

Lずられる. 日本のブナ林の分布地は地の 800m以上の出III-}Jのところから北に11)1び I主山!日R

ムぐっJJ羽山地， ~ヒ l二 UJJ位に広がっている. ilT) 11・斎校 (1979)によるj十ア、ナ;!日:まで合めるとの， W

LU .京北地方および北海道東部までがブナ子ifに台まれる(知 1--c IZ]) . こ，よーし、;J:で入?とよ-)に， この

[瓦主主のブナヰザのIl毛1mに， 水稲の文章地域や米への依存のれ)立の III_:}い地域がよくホJ-Jむするな会L

4民のフマナ;帯で、は，本来y 米の収量は低く， しかも年による変動は激しか〉たはずである. しかし，今

日で;まフぐナ花:が水稲生産の 1:1=1心になっている これはどのような条件のもとで，どのような過程11を経

て .J:n算されたのであろうか.

盟 稲作の成立と拡大

韮-1. 稲作の起源と

立主培稲の発祥地については717くから検討されてきたが， 115永10)や渡辺ll} ¥11 J 11涼12)~'コのの

で?ま， r:J=1[翠の雲南からア y サム，ヒマラヤあたりが稲の起源地とされている.そして y 稲はn~\柴山林

;ffi= O_コ分布にそって東に伝揺し，揚子江下流地域に達したといわれている. 日本への稲の伝来について

は，安藤が「揚子江下流の江南地方から北九州と南朝鮮に海をjjAえて直桜伝わった_J という説を1951

d手に発表し13)， 多くの人々の支持を得るようになった。 それ以古前i包jは，干{片申主り:三ゴ北!ヒからi市wリザ引一1問m，1炉1

f!下子治う~i準皐入されたとする考古学学:者を!巾|十1=1しd心心とする説と lω4ω) ，出荷諸島経 13:1 の南方が有力であった15)

日本に初めて稲作を中心とする農業が始まったのは， 紀元前300年頃北九/1-1においてであったとさ

才しる. こえ/しが弥生時代の始りであった.稲作の開始は， 福岡県根付遺跡で発相された土器に{、1'-っ

イじヨ|そや土器に残された籾のj王痕から裏付けられている16) 弥主生白i色担凶三引ヨIi附記昨時j寺T'代lにζおける干布稲r市if作/1乍r=拡大の+渋;羽長M併1キ粁;千引E
各土地色の遺E跡7弥Fにおける炭化米や籾の圧痕から? しだいに明らかになってきている.

ヰ三j京の研究によると17)，北九/1-1に始まった街作は，まず，九/1-[の南方へ伝播し，鹿児向まで100年を

経 f、して到達した(第2区1).また，稲作は束の方へも進み，仁|コ国・ Im[~ に広がり，そして

紀元前200年頃には山陰地方ぞいに京都府まで， 瀬戸!大品芹:を東進した系統は京良県に

至った.弥生時代の前期後半， 畿内で栄えた稲作文化は，伊勢湾岸と福井県にまで達し，ここでしば

らく進みが」とった.気候条件を考えると， 九六、|から伝わった西の稲で、も，東海地方から京辺ま

で、の地域では i一分生育したと考えられるが， 東海地方以東では I~I 然の食糧がまだ豊富で，これまでの

;采耳反・狩猟生活を維持するのが容易であり p このことが稲作の東進の述J支を遅らせた原因の lっと考
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川口丈夫(1935):北海辺米作の地[!日午:1'1'']Mf究;:n2 1'11. 地rm~'I' ， 1] 杉原:iF介 (1977): r 1::1木炭J)I社会
の形成』 および仏 ij*~í(泣山 U.I 本の古代米』により作成
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えられ，ている18) この1I_Ij:J!Jjの稲作の京F只は， n日当日ーとブナ;!日:の境におおまかに対応し ， 発祥地
から!日ほぐ 1M~:本にそ ，-)て lJÎi大してきた稲作が， ここ主で比絞I'(J'容易に広が ν〉たことがうなずける.

弥之1:.II ~li:代の前JVj をすぎ， 1-11 J1)jに入ると， 稲作をとした文化が東日本へ伝係を開始した.九州の
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古い栽培稲の うら， !芯1mU~1:に 百1むも のが東進を lリ fJEにした と 7与えられてし、る j Cj) iJ;Fil:.I'IIJ1J1の に太

平洋jギを進んだ稲作は，関東R百t"fl¥にまでおよんだ， {邑ブ， 111央1'，':jJ也に入っ た稲fr:け:， ]つけ:1 _L1 't;~ ~II ~111 

央部に， もう 1 つは伊那谷から Jミリ!lW~I: I :l n l ) に達し， さらに j淡支刻11川i日削\l山 l従泣か Pら)/川l下日!干L判引印千Lれ口川T日刊.E!九!り;υJ児iI弘i己~1け小!ドiリ央(.til仇;リi

;茨5災交 j城戚を経て稲烏県南 n'l)刊'H市~I;告引l目iυlにこ歪つ 7二， 1:11央1'，':jJ止から北11宅地方へもI];)¥/1:丈化が伝わったとされる.そして弥

生時代i村山の仁|こi[表には， 21-耕三三げりま東北 1\~ j:.ir! lnl\ fこ主で注した20 ) さらに ，iJ;r J 1 =.1 i ¥ f ¥: 1 1'1 J tJ Jの終りから

後llJJの初めになって， 7)'(1'[1はj:qミ北地方北部に進み， 紀元後 300ij='1、Jii後JこlJ:北 立を11/1;く1]本のほぼす，

j戒に稲{ノドが広がった21)

1l[-2， フεナ帯における稲イ乍の定着

安膝(土手11名抄に示された水日ヨ而積を整lll¥し， 8 1日:紀末には 105]jhaの*111が111初寸していたことを明

らかにし た22) これは， 現在の 1]本の水旧而U1[の 3分の 1J-~， J~，(，こ相当する .フごナにする!出奥と

1:1:11羽の水口1面積は，よその当11寺すーでに93，060haにおよんでいたが，それでも現主の*IEI mi積の13%余り

にすぎない. 畿内では現在のオく EB而積の60%以上に相当する gl\分がそれでl~ でに 1)日発されていたこ とと

比較すると， プナ:貯における7Jく回開発の遅れがll[li狩できる

中世においては，水田開発{立日本全体で停滞し， 天文年1:1\ 1 か ら j変 J~ I，T:， I I \Iまで ( 1532，.__， 16 15年〉の水

田面積は，105万haから120フ5'ha程度であった.ところが，18社紀l千It]I主でに水111TYutrtは名川iし，163)J' 

ha余り にな 勺た.さらに，Iザ1Iei10i':1::'f-¥;の;;J(日=1iIIiHl i土256万haであり ， 18111:紀 から1501，rli¥1に937)'ha

余りが増加したことになる23) 1880年(明治13)の 日本JJ石田年jliiによると ，LH北地ブjの水ITI は448

千haになり ，8 U上紀 1:j:1頃の 5f百近くにな ったことがわかる

東北地方の水田開発は， 江戸前期と rl:1別に急速に進んだ. 1645年(正保 2) におけ る|注~と WI~I~j の

石高は240万石であったが， 1873年 〈明治 6) までの 230 1，~三 Ilfl に 20975石の石山の i\{/ } JI]があった . この

1'10¥1の日本全体の石1'，，;hの増)]11が755万石で、あ ったことと比l校すると ，束三|七j自ブ子でいかに名l、速に15i'Eii31!訂正め

られたかまm解できる.特に北_1:.)11流域で50]5'1'=i，1¥可武113川流域で30];石p 岩木川j削減で30]5'石のJi;(l)JII

があった24) 近'jltfこ入り多くの稲の151磁分化がみられるようになり ， フぐナマ11: の厳しい I~I 然のもとで

も，かなり安定した栽培ができる1211在日が現われた25) さらに， 東北こJ むプj で1ま低tlIIX~11ιJJI~技術としての1111

代改善や冷水処理が進むこと Lζよって， li:!.まきの可能性が強まっfこ

それでも江戸期に開聞が進んだのは， 条件の良し、平坦地が1:1:1心で，二|ヒ上!上IJ山や奥山JIJI Jl向上1 ~11など t'i:

i~.誌の高い場所まで開発がおょ に王なか った26) 1司じ ことは仁1=1央i同地のブナ;出;でもみられ， この ~L"11¥:， tl，l{ 

i¥奇700""-'800mが多くの場合， ヌlく|壬11~~1発の限界であっ た.例外としては 3 八ヶ岳間後のいわゆる山川地

方-があげられ，ここでは近ilt半刀期から水町制作が1京高 1，100m付近まで成立してし，吋こ27) このj世械で

は日!l安時間が長く積雪が少い. しかも瀧瓶fFl7k路力三早くからう|かオし， ;;J(が li1i; f~t されていた

1II-3 ブナ帯における稲作:の発展

明治期以降 1970年までの100年|習に， 日本の水13.3面積は約80]]'ha増加した.地方月1)の氷山在日績の推

移をみる と く第 1表)， 1900 :i:j三以前は 1 :1コ|主!地方やプL/[ 、i地方などの回南日本における水!日拡大が目立~)
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日]京 1]本の地方J;II;;I(lllji!jh'[のHi移 ( )は% 1， OOOha 

年 |全国卜IU1iJ型[不一北!北限:|京 1111121R()京笠!近続
1880{j:. I 2，600. 51 、 444.7I 330.6 1 84.8 l 362.0 I 273.7 I 321. 0 i 280.2 1 141.:l' 362.1 
( 1り!iti13) I (100.0)1 (0.0) i (17.]) (12.7) i (3.3)! (13.9) (10.5) I (12.3) 00.8) (5.4) (13.9) 

1900年 I2，744.51 3.1 I 463.8 I 333.9 i 87.5 I 374.2 i 284.4 1 333.1 i 320.0 1 143.9: 400.6 
( iリlifi33) 1 (100.0)1 (0.1) 1 (16.9) 1 (12.2)! (3.2)' (13.6) I (10.4) 1 (J 2.1) I (1.1.7) (5.2) I (14.6) 

1920:{ド¥3，009.51 83.1 1 502.5! 351. 9 1 96.4 i 405.0 i 304.3 ¥ 343.1 334.8 1 153.:l i 436.0 
(大医9)1 (100.0)1 2.8) I 06.7) i (11. 7) I (3.2) I (13.5) I (10.1) ! (11. 4) i (11.1): (5.1) (14.5) 

1930年 13，]716i 200215436l36701 864i 416212939l3317i3375i]459i4492
(Irr{flI'5) 1 (100.0)1 (6.3) I (17.1) i (11. 6)! (2.7): (13.1) I (9.3) 1 (10.5) i 00.6) I (4.6) I (14.2) 

19501，]ミ 12，852到 149.71 522. 1 i 340.9 I 89.3 I 382.2 1 263.0 I 276.5 1 296.7 1 134. ~ i 397.? 
(1昭和'25)I (i66~0) \ (5 ~ 2) I ci 8~35 I ci2.0) I (3.1) i (13.4)! (9.2) I (9.7) I (10.4) I (4.7) ¥ (12.9) 

1960年 13，171.61199.41 595.51371.61160.61435.51219.JI 300.91 301.9i 150.9i 432.J 
(~i~~1135) ¥ öôó ~ o5 1 ê6~35 1 ( 18~8S I c1J. 75 I (5.-15 1 (13.7) (6.7) 1 (9.5) I (9.7)' (4.7)! (13.6) 
1970.{1ュ I3，415.21 290.7 I 714.8 I 387.3 I 103.9 I 469.8 i 269.7 I 278.5 I 309.5 143.]. I 447.9 
(1Ii:1f:1145) I öõô ~ o) 1 (8.-5) 1 (20.'9) i cii.3) I (3.0): (13.8) 1 (7.9) I (8.2) (9.1)， (4.2) I (13.1) 

1980年 I3，054訓 267.4I 694.6 I 347.7 I 90.1 431. 5 i 216. ~ I 231. 5 255.8 i 119. ~ I 399. ~ 
(附 附 I(l OO~O) 1 (8~ 8) I (22~7) I c1] ~ 4)! (2~9) j ('i附 ct151 CT6) C8~45 1 9) ¥ (iij) 

資料 1880年，1900{j.: El /j<~在住l~H ，tI.年?牝 1920I，j:.， 1930年， 1950;'ド t日本省 O1'lif，;.j {先行)統"↑表
1960if， 1970il:.， 1980年 fl: ~~吋ん;. ，

fこ. 1900年から 1.920年の¥LrJ(.こ北海道で水田!}lU5'sが急速に進み， その面積は 1930年には 20万haに達し
た . 北海道に i)~ し、 で ，京北地方や東山地方 ， そ し て九川地方での 7J( 日] 1日 )JI] ;+~ が! ~ .. ;ヤJ ' っ た . 第二次世界

大戦1¥1，そ して0Ti去に日木の7)(F日前積は-11.lj:1刊に減少 したが 19551'下頃にのオロド"二復し，それ以

後19741f.まで)1順調にiqlびた ことに北i1ihi1Lと東北j山方，京山地方，そして!到来j位方におけ る水Bllil.¥大

が若しく i並んだ

元木の 1Jf究に よ っ て 1918~f.か ら 1970年 主 での都道府県川水 ITliJÌÆ2而院をみると お) 20万haを;1越える

北海道が最で，次いで、4万ha台の岩手， 3 万hatìの栃木 ， 新 (~'c~， 2万hatiの青森 丸 茨城，秋

fIl，椛烏， III Jr~ ， 長野の )1 \良にな る . 北I~:l束や東北地方，北海道などフマナ7Jij:に位Fげ一 る地j或で の水日二| 開

発が著しく進行ーしたことがわかる.また， フ"ナ帯以外の地J'DX.では， *r:n の iIl~;;民間積 よ りも抜尻市肢の

ブJが多く， 7J'(I] 後退の傾向が苦 しく ，7;<..られた. さら に，71\ 1モI 1'JL~恨の 11\:10 1 を λ ると ， 北海:i道では半分;Jl

くが第二次 111:界大戦前のrm発によるものであるが， 東北地方や北関東の訪;lAで1土，主に第二次 1.1I~ 界大

戦後に7J(1:[1 n再発が進んだ

ところで， 北海道の稲作:はi;f;ifi'l:l付近で、1685!.f 5 )に しろひげと し、ぅ
J 、、-: ~1戸 、 Jーも n 

f?l 二r 'i~，) :16 "'.E)，い_1111

局が以l?りさ;lしたのがi長初とされ る. しかし， 1886 (1切にi19)にJjゴける水稲川三j、J'n目 土1，800haにす

ぎず，水111の分1百も{1主九三!こ.I;jljf.~引mに !出ら A していた 29) (江:!;2 Iヌ1) ⑮ 18801r i ¥: f全半ヵ、!うの、V.Uiiでの水

稲作の成功は， 広島 I I IJの Itl 山久j誌がし ろひげの r\ 1 から iìlH冷 'I~i : の示モを発見したこと ;こ負 うことが多

い30) さらに， 1894:{j三 (1リJif:i27)の1;¥1作の|出， 右下主の11:1からLJljJモよりも 1_;!lrrU't!ほど11I1印刷が平L吃)jjミ

カリムつ け'ら :J'[ノた こ と と ，号機の吟'京に よ り ? 稲(乍の ~， と エ L.，)1 1 ~(~j 位 :こ!ぶ う~ ') /こ. 1903年 (大正12)

には走9j::i::が育成され.十!l)Y地方ぷくぷ北見地方で・も稲作が定 した. fii、速な稲VI:J!tj(;ょ，ilI)'t:什1''1l
l
ii
11Fnの

育成に代表される稲作技術iの進歩と ともに， m\貨が投入されたこ，，)))組合に よ る大m l公~n:JI干iが進められ

たためであった31) 1937年 (11日荊112)の戊林1]守の育成によ
uコて， 北Ihj).互の(町三イミ:hNとfinlノjミ;う;'11J・fjEと
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なった. しかし， 1931~1:.から 1935~q三までの巧ド苫によっ‘て稲作前総は後退し 1975年 lこは :1 じyt!j 位プ'j;を l徐

いて1910(.=1三項の稲作前線までもどっている32) 第二次世界大戦後， 主1 • _I二)IIJ也方の泥j災地開

発や):1=17)(確保によって大規模7JcEElI羽発が.iitめられたが， 稲作!日正;Uはllfび ~Iじ進すること はなかった .

東北地方でも fり?治則以降の水稲栽培技術σコ進歩ベサ!~~%i整ii//l l作業の尖施によって， それまでアワや仁

エが大きな比重をも っていた下北半島や北」二山地北部， 奥)];j山}j}f{京総の扇状地1tl:，阿武!;jU山jι そし
て奥会i~llーなどにおいて水|到開発が進められf乙 :1じ上山地の下I~I:J l~J 111¥の|上11;;J"で、問111事業が始まったのは

大正l判明から昭和初期にかけてであり， J実兄~JiJ_JJI!Rからこ1け由る零石川やii::沢)I j，キIlf.:iハ1，JJ日y}¥川が形

成した扇状地 l二で‘も，大正末から昭和初期にかけーて 3 主にJIlIから水 1:1:1への転換が活発に行われた33)

奥会津の桧枝岐J11の上流では， 稲作が棟前 600111以上の地域に広がるのは容易で‘なかったようで， 1京

高~725mの南会津~]I)伊南村ー大桃に稲作が達したのは ， 1920年 (大正9)頃であった34).すでに述べたよ

うに，東北地方の!羽田が最も急速に進んだのは， 第二次IJtJff大戦後の1950(.=1三から1965(.'1ミ頃までで，こ

の 15年間に青森県の下ゴヒ半島西部や岩手県の北上 111 地北i'tII ip ら岩手[11京総の阿武1)1~LLi J也とAil;

山盆地周辺では， 50%以上の水田増加があった35)

1:1-1央高地のブナ帯においても ，I羽田が著しくなったのは明治末期以降のことである. 校正:j]， OOQm 

付ー近に耕地が広がる長野県関田高原では f明治則まで多くの水IJ1にはヒエが植えられており， 7](fl1'iの

作付が多くなったのは大正期に入ってからであった36) t~"l~i:î800"__'900I11の長崎県の秋山郷では， 1894 

年(明治27)頃から水田が漸増したが， 来初)の7)([1:1の生産力は焼却fIにおける よりも低かった.本出|切

な関日1は，大正末期から昭和初期にかけて千子われ‘た37) 飛地域でも， rり:ldiよJJJUlに稲作を行っていたの

は標高70Q，.......，80Qn1までの集落であり当1，000mまで稲作がilIJびたのは，川上流で|明治末WI，1[~ 

511川上流では大正WJに入ってからである. また， それぞ、れの流域のii;:-上流;}ISで、は， nj'3和初WJにようや

く!羽田が実現された.来松山麓の奈川や呑戸凡 鹿島槍東麓 3 八ヶ岳東経の小海，富士五日iJJwn辺では

1955年以[i年大規枚:な7J(133開発が実施された38)

ブナ帯における明治期以降の稲作発展は， 水田面積の拡大とともに，収量の定と なって現われ

た.北海道や東北地方などの10a当り収量は1935年頃まで全国水準よりもはるかに低かった" 1893，..__， 

1902年の全国平均は218kgで，これ以ヒの収量水準に達していたのは，山形県の227kgにすぎなかった.

宮城，福島のドIjjW~ も全 |主!平均に近かったが ， 青森 ， f太田，岩手各県との北海道は150，.__.，180kgの収量し

かあけfることができず 1 全国でも最低の7JC視さにあった39)(第3f玄/)

第二次世界大戦中から1950年頃までは， *北地方の単位面積当りの収まは全i主!平均をえIti寺し，さら

にそれ以後，近畿・北陸地方をぬいで、全|主li設;誌の水準に達した. })!~~I北1~77の 10a当りの収11~j:. 1950(.¥と

代後半に400kg，1960年代後半には500kg~こ達した.そして， 1967(.~三には山形県が:長野県:をぬき . 10 a 

当り収量で全国第l位となり 40)，それ以来 3 極端な冷害年を除くと) IIJ7T~と秋田，青森の 3 Jl~で首位

が独占されるようになった. 他の東北 3Y畏や長m}w~の収支t も， Ili~' : J水準をホしている.:1七百ij道におけ

る生産力も急上昇しているが， 豊 Ii，l の力主依然として大きく 3 平均すると全IgI7J(咋よりもやや !r， ~:iJ い程

度である.次に， これまで述べたフcナ71Wの稲作発展を支えた水府l栽培技fiFjの進歩tこついて述べてみよ

っ.
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@全国平均

日東北北海道

tl':; 3 [~I 日本における水稲収量の変動

415文lh};綜i(1981): IIイネ I 稲 Vr:論と Jil~ lê~ ~t.nH Jとi昭和55;;j二imfF::防総計ーからff')JX.
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百 ブナ帯における稲作技術の進歩

百-1 栽j告期nnの延長
フミナ帯に位置する東北地方の農民の大きな!共1，心は， 平岡えを行い栽培jリ11I¥lを延長することにおかれ

ていた.たと えば y 山形県では1919年(大正 8) には 4 月 20 日 以前に版部す る ~lflJ合は 13.5%にすぎな

かったが， 1955年には80%がそれ以riiTになった. 1111、直lPJをJ一人ても ，191811ミ(大正 7)には 6月 51::1以

前のものはわずかに10.7%にすぎなかった もの6::'，1955{1日こは69.4%になった.東北地方において?

このように播種別と1:日国J却を早めること に努力されたのは， 殺土器JJJJI日!の延長を秋季の平冷に向かつて

行うこ とは不可能であるが，苗ー代別においてはが[1il;UI'9に可能であり ， それによって心iい収;昆を得ょう

としたからであった41) 1979年の場合では，東ゴ七地方で最も早い7tr城県で 4FJ 11 1::1 ，最も遅い山形県

で4月19日にj需極された

|司植の終った水稲は，夏季高温多H衰の11寺JVJにガJ聡形成JV]に入り ，それから約30EI n¥'jでH:'，Ftlする1-2)
このj士ll穏期は， 東北地方・においては， 127くから 8月201ヨカ可決界とされてきた43) 19791:1三のlum(j比政WJ

をJると， 宮城県と福島県では 8月8日 3 山形県では8月91ミ1，青森県と岩手県で8月12E:I，秋田県

では8月14日であった.そして， この 8月 中旬を基準とする出穂Jlけにはiしては，1明治則以降大きな変

化はなく ，結果として栽培期間が約30日間延長されたのである44)

lV-2 苗代の改良

縫苗育成と播種別の繰り 上げが東北農業の恭一本 的課題で、あり 7 そのための重要なj支持jの進歩が苗代

改良であった.東北地方では古くから r;mし首fそJが一般に用いられていた. これは稲の育首だけを

行い跡地の作付をしないl.YJ:m苗代i丑で，鎚泊三な155づくり の1つの試みであった. しかし， これによっ

て約 5%の水田では稲作が行われないこと になる45) 1925年 〈大正15)にはフ f)\II! W~ で8 1. 2%，岩手

県で73.6%，その他の県で も 40____，60%のï~rïft iJ::' iillし前代であった.j]}し代では， 157代助、に青草や!玩

n巴が入れられ， 腐敗するのを待って数回打ち返えされ， 除草管坦11が行われた46) この辺し;!15代は，水

1::13 の基盤整備の実施 ， 硫安やj1~安などの非民般質重三素肥料の普及 ， 7Jく祈l品種ー改良などを契機に，昭和初

期から しだいに減少していったが， 1954~三に至っても青森 ， 岩手 ， 秋 |王| の各県では40，--../ 50%が通し古

代であった

フマナの育苗を大きく変えたのが， 1942年j妄野県軽井沢IIITのjJii農家荻原悲次の発狂!による保温折衷

i百代で、あった47) これは短 易j末をつく り3 i番Tili後の床Tluをjil]紙で従うものであった.1950年

頃から普及し，ブナ帯において急速に打五ブミした， さらに，ビニールを被後材料 としてトンネル式の被

覆土11Ii百代がつくられ，1955年頃から広まった.i米温折衷古!i代や被m1J!lihli代の普及により ， 通し11i代は

完全に姿を if~í した <1 8) 健前の育成 と 早版I:が可能になったことから ， 収量も195011三代後半には急速にイrjl

びた.さらに 7 育 1首i占出前i2笥)1-1技支{術:， 1 1桁lド貯~j/は立 1970μゴ4年~手iド何ミ汁(

によつて，習進んだ、.
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lY--3，改良と稲作技術の進歩49)

ブcナのなifr:発展にも大きくかかわってきたのが1171部改良であり， それぞれの代の技術によザ〉

てi訟もi'，':jい機能を発Ji同一る1111れがJfiり入れられた 京北j白方において明治則!は滞政)lJI1)、来の在来

の代であり 7 技法DTi様では部政JUJか!伝統いたjE後と!日 JUJ;I}，ら治jえした愛I_EIが主宰Jであった. こ

の当 11与のは数が多くもさまざまであったが，おおまかにみて 1111lifiは劣るが多収で強健な愛 11~1， 

1.x:J JJ_j，名古屋 I~I ，仙台坊主ミなどと， iUTであるが iflj;J冷に劣る豊後，信-HI金子， 荒本などに分

けることができた.

ところで 1閃治則に入ると稲作安定を I~l るために， 東北1:出方でもさまざまな施策が試みられた，ま

ず， lHI~ 111 のイじが行~{つれ? これによっての導入と短床却によるがiiT能になり， :::l二撲がJj巴沃

になった.さらに， 大豆粕ゃなどの納入肥料のjf!大で，在来のiijJl種は1fI]れやすくなり，病虫害も

多く発生した.そのため， jM桁:1]伏性および耐病性吉備えたd=ilfnIが望まれるようになった.そのうえ明

治則にたびたびおきた冷主'によって， iili;J冷性の117-i砲の必要性が高まった. これに答えたのが，山形県

11:1 } 11~:líの 1893 !，j三 (1明治26) に足出した亀のj乏であった. 亀の)ft:は平生で;令告:もある

避でき，多収良質で ~"III;!j: の千[機肥料に耐えることができた. 亀のj毛は1902年(明治35)と1905年 (1明

治38) の大冷1~}を契機に，東北地方に急速に普及した

大半期に入ると東北地方のブナ布では 3 えi民稲を減らすこと，短打主ltで引番きし

多mを避けること令7}¥の掛け流しの成を121ること，括原J1JJと田地期を早めること， 宝 I 、ニ
乙/;ぷ

;j'(によるはヨ誌などの

屯の庄のいも

lfljむ令I~t品種で、はなかった.

りあげられた. 大豆粕の他!こ硫安などの無機肥料のt語大につれて，

えたに対しでも亀の尾は@jflt効果をもっていただけで，それ自体

となったのが， 1921年(大正10) 農商務省農事試験場|注羽支場で人工交配によ

132J，号であった. この151種はg:u伏といもち病に強く， 多ilEで増収効果があった.

さらに917Jl質も亀の尾と同等で三で、耐冷性もあった. 1929年(昭和 4)に作付面積が東北地方で

となり，これが1952年ーまで続いた. ところが， 1950年をすぎたころから? 化学JlE:料を主体にして

施肥j立が急激にilfjえ始め 132-';よの耐)jEttでは応じきれなくなった. この頃から保温折衷首代が

し，殺i!i1j，殺虫，除草などのための菜作!の出発が進んだ

第二次JIJ界大戦後の食においては， 多)J巴で収室|生が確保され，冷性と耐病性に優れた!I長

5号がび， 1953年と 1954年の冷'吉を契機に*ゴ七北i}/¥に広がった.他方，富'城県ではササシグレが

し，岩手県と山形県にも広がっ fこ， 1965年以降の重要な品極はブジミノリとササニシキ 3 トヨニ

シキであり，そ)，1に次ぐものとしてレイメイとキヨニシキがあげられる. フジミノリは食味と

不--1づ?なii提J.:N5号lこ代わったもので，倒伏にう1iく，いもち病抵抗性をもっ安定多収d=bfrnであったが，レ

イメイのよijl現によって後退した~/ iメイも食味， という点では，

キヒカリにそのJls1立をゆずった. ササシグレ:こ代わる品種はササニシキで， 良質・良食味とし、コ点で

はササシグレ程度で，ち:1ト伏といもち病についてはザサシグレより優れている. トヨニシキとキヨニシ

キI'j:，いもちがi抵抗があり， ぐれ， 品質も食l床もササニシキほどではないが良い，
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キヨニシキの方が収量牲にすぐれているためp 近4三トヨニシキよりも栽培面積が多くなった

1981年における東北地方のうるち主要品種のわ::1づっ状況をみると(第2去)， ]位が 187千haのサーIj-

ニシキであり，東北地方全体の作付面積の35.6%を I:':iめた50) ササニシ引J土*北地方を代表する良質

1Jj'~ 2表 Ji~二j七地方におけるうるち IfIJ T1TIの作付状況 (1981 if) ( )は% ha 

ササニシキ|

キ(
リi

ヨニンキ

アキユタカ

ササミノリ

コシヒカリ

ハヤニシキ 1

ノ、マアサと

むつかおり

‘" ぐ の
他 1

京j仁地方

187，284 
(35.6) 

84，238 
(16.0) 

83，664 
(15.9) 

64，633 
(12.3) 

22.889 
(4.4) 

16，864 
(3.2) 

12，835 
(2.4) 

6， 702 
(1.3) 

5，036 
(1.0) 

2，678 
(0. 7) 

38，042 
(7.2) 

メ』
i二l tjl I 526，665 

(100.0) 

もち

資料

19，460 

三位オ元 l目
l弓 イホノ守、

(一〉

(一〉

54，748 
(78.3) 

(一〉

(一〉

〈一〉

(一〉

5， 236 
(7.5) 

3，678 
(3.3) 

6，276 
(8.9) 

69，938 
000.0) 

639 

岩手県[駄 ID県|宮城県 I 111形出|出島県

21， 936 I 13，670 I 82，097 I 48，891 20，695 
(28.8) (12.9) (83. 2) I (56.6) (23. 3) 

9， 833 I 45，031 I 23， 726 5，648 
(12.9) I (40.4) (--) I (27. 5)! (6.4) 

9，123 
(12.0) 

16.056 
(21. 1) 

8.210 
(10.8) 

637 
(0.8) 

(一〉

6，702 
(8.8) 

〈一〉

(一〉

3，627 
(4.8) 

76，119 
(100.0) 

3，305 

12，276 
(11.6) 

18，218 
(17. 1) 

11，970 
(11.3) 

(う

(-) 

(一〉

(一〉

(一〉

5，070 
(4.7) 

106，328 
(100.0) 

2，198 

221 
(0. 2) 

L 997 
(3.0) 

13，389 
(13.6) 

(一〉

(一〉

(--) 

(一〉

L 151 
(1.3) 

(-) 

2， 709 
(3‘1) 

(一)

(一)

(一一)

(一)

6， 107 
(6.9) 

28，367 
(32.0) 

2，838 
(3.2) 

12，835 
(14.5) 

(一)

(-) 

(一一〉

957 I 9，925 12，187 
(1.0) (11.5) (13.7) 

98，661 I 86，402 88，717 

4姉 2289 6，074 

(1982) :昭和田年産米首設の15=bf重J}IJ作付状況

-多収 i見惑で p 全I~的にもコシヒカリと日本 11古に次いで、第 3 位の{乍付面積をもっているを除

く東北各県で作{せされているが， 宮城県と山形県における作付[面積が特に多い.東北地方第2位のキ

ヨニシキの作付面積は，ササニシキの約半分である.秩田県と山形県で、の作付が多い. 告'~3位のアキ

ヒカりは， 1977年から青森県と秋田県を中心に急土曽し， 1980年には全国 I~I/:Jにも 4 立の作付ITlî積をも

つようになった.青森県で食味のよりすぐれたむつかおりやむっこまちが導入されたため 7 アキヒゾj

リはやや減少傾向をみせてきた. 第41立のトヨニシキは， 1977年まで東北地方第1 全IJi]でも 2

位の作付面積をもっi;73種で、あったが， キヨニシキやササニシキとの競合で後退'してしまった. トヨニ

シキの作付は，岩手県と秋田県そして福島県に多い.

以上4つのの主要品種で、東北地方のうるち米作付・面積の80%を占めるわけであるが， それぞれのl山

種の分布状況には明確な違いがみられることが県刀uの統計でも切らかである さらに詳細~こ 1171磁別の

ることにしよう.

ササニシキの作付中心~'j:， 宮城県の仙台平野と山形県の庄内平野であるく第 4[21) .仙台平野北部

の栗原郡や登米郡p 遠田郡y 志田郡はササニシキの専作地域で? その作付;率は 100%に泣い.
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4 

麟
瞳
協
回
目
巴
巴

弘¥4関 東北地ブ7におけるササニシキの作付ヰ

(1981 {T'-) 各県の食*1;1事務所資料から竹:成

245 

臨 6日 ('3e)

協 4←ω
呂町O
1-20 

口。
臼水稲作なし

o 60km 

第 51~1 東北地方におけるキヨニシキの作付率

(l981jl三〉 各県の食組事務所資料から作成

が80%以上の地域I/j:，南は白石市まで，~I tは北上川ぞいに江~iIJ TIJ まで広がっている.他方， 庄内平野

ではササニシキの卓I也j位j戒は， 11泊i出出2当il回王卦1il山iJ-をl仁こヰれ!

る まfたこ， 1山」ι17形[伝5μ幻~!爪!f日:九L の j北じ:古~I日: で、も サ ササ- ニ シ ニキヤの{什作?乍:付 率は 1戸市山"河;j しい、. これらに;次大ぐI'i尚r.:告肖:主主}五パ汎イ竹作T乍三寸{寸J地也j城或としては F 山?形杉盆

j山南 ;:~' I~からえそ i尺盆j一色にかけてと， ;日の111¥L11余地と会民也がある. 福島県では全般にトヨニシキ

の作付ーが多いことや，福，I，'hから]，1"1¥1上1， I主!(liJに至る 1/:1通地方ではコシヒカリが迭する ことから 3 ササ

ニシキの重要性は1ftくなる.いわきitiでは， I己i本11立の作付が多い.全体的にみると，ササニシキは東

北地方rl巾1)の大iiiJ川下流のlrj:r積:¥1リ!:iベヘ 東北地方市itl)の内陸盆地など稲作条件に最も]色、まれた地域で

1ft laする.経済的北限は， f大 l{l~弘前 im と岩千県南部の 51!:. 担当1)であり，岩手県北部と青森県では作付が

全くみられなし、

キゴ ニシキ(土ササニシキの場合ほど作付率のI:::}し、地域は少く， ihlll]村単位でみると， トヨニシキや
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十Iはほとんど人られなし、 ただし福ぬ~I誌の liiíT )lot l~l:~ 111 

j也北部と!免会 i~lt の山!日J;}¥)では， fI:::付率がかなり~~~い

地域がある 青森県内においても ，弘前TI:jや黒石市

を11:1心とするはUli主平野南部では y むつかおりやむつ

こまちなど，アペニヒカリより良質な!日i訂ρコ作付が多

く，アキヒカリの作付率は低くなる.またp ヤマセ

が由: 12iふきつける一|二・ 1 じ::1九島やiWli玉三|三 IIFh~じ ij\\で'1，ま， ア

キヒカリ より iilj刊社生の強いハマアサヒ， νイメイ，

シモ キタなどの品種が多く なる

ーこのようにしてみると 3 おおまかにみれば，東北

地方では北g-I)~こ iílj.J冷性の優れたアキ ヒカリやハマアサ ヒ y むつかお りが，I11部にいもち病に強く 多似

性のキヨ ニシキとトヨニシキが 3 そ して南部に良質・良食 13jミで多収'I~ I:のササニ シ キやササ ミ ノリが JH

趨
盟
問
四
回
ロ
臼

o 60km 

'4~ 6 1~] ~1~北地方における アキ ヒカリのf乍{τj 率

(1981 ~r:. ) 各県の食組事務FJi資料から作成

アキヒカリ， サ ijニシキと和!み合わされていること

が多い〈寄り51玄¥) • ~刊にキヨニシキとトヨニシキの

色JrRは狂i似している.キヨニシキの作1，]，ネが60

%以上にする地域は， V， I壬!!?しの大 rüH:ä~jむと子会古

山ml辺のrllLLi 1 '1'11 地や山形県の X)ífE f，i~J也 LLi J\ラ :íi{~地の

点の1I二1LLJ 1:\1地である . これに次ぐ III -.~:.1作付j也J1主として

は，秋山県のほほ全域と岩子jlil東南;'}¥)， JとI)'J平野と

ILI Jr~ j;{~ J也:を|除く山形県のほぼ全域である.背森lilLと

15・J)主;iAではキヨ ニシキは{乍付されておらず， t日同県

ではトヨ ニシキの作付iluHえが多いため，相対的にキ

ヨニ シキのfHてj立与は{J王く なっている

ア キヒカリ の fl::f;J ~与が80%以上に達する地域は，

青森県に|りそられる. 1乍↑てF，f，;40%以上の地域は，岩手

J11 L 北部の北J-_ LIJ地や三|箆t11}j"r~ぞいに広が っ ている

、)，:-:
J.I~ ， l:j=I)}I)とJ大日llRから雨では，このill-l磁のVI‘

l也するとい った士山j或分化がみられる. 羽島li;L 予知~\)では ， コシヒカリ や 日本Illlj'なとIY"J京地方で多く

される!日q垂が栽i告されている

lV-4. フマナ;骨子の自然環境と稲作

すでに述べた栽培の早期化とその悲陀と なった115代改良日lf主改良のほかに，多 くの1支出吋5dll:Jの近

歩がプぐナ??干の稲作の発展を(足してきた. 第二次¥lt界大戦後の技術改良の ]つは，DDTやB1-1 C，水

銀斉IJなどに始まる新しい決架の出現や， 純物ホルモン系除去j~背IJの導入であった.ま た， 195011ミ母えから

化学肥料の段 F霊がIiiえたが，従来の元Jl巴中心主義から， 追Il巴に重点、を泣く 施!I巴万訟に変ってき てい
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密{正iと病虫筈の徹底防除，また， ;[ê 1'f-では j宋j百 jJil Jl巴が冷〆百の厄三力以があるとさ~'1ている 52 )る51)

ブナ:fii;のiリミられた迎JlJ:Jに効率的に農作業がで-きるおよびl什=1二しとrnJl1')r片山似の励ナj・なども 住められJJJ二
M
A
%
 

これらの技術の進歩は，それを 訂rtiEにすあための;J(EI~ の H~1，'j ~ ~~0: fH 11が尖}j包されてきた機械の時入，

ブナ;出:のJHJ:JえはEiFら稲作1=1:1三次w界大li引をの食*ft¥il;ni;'(:の袋詰によってとられた1"1米{ifli政策のもとで 3
アナ;出:は，ところで，心の経営をい七l(iJ上に努めたために尖羽されたこと であっ f、こ.

西南11妥地では台風災j!~j街 1 1乏 j 色よりも 手ï :tリ な稲作の I~I 然 fJi'U交をも っ てい るとが]，;11:がIlil:;位されれ(;t，

や 0rftr および 'rL'flrのほかに，土決 1 :1 : 1 の il!iを禁が欠乏することによっておこる私溶現象の危険' I~tが高い .

日 1+1 につくられた光合I~I:物質の多く

稲の光合紋実としてn~;:脱 されるも のが少くなるのである 53)

)氏能力は180Cから340Cぐらい主でほとんど変化がないが 3 光合性物!?立を消費する!呼吸作H=lは温度の」二

夜II¥li'，':j仰のために呼吸作用が似し くなり，

こ の/1子 IJ投イ/I :JFJ で(i'ld!t さ~.して し まい ，

また) l!.CiH111去j山Cは，

が、

その差i31の生産量;はう1[:界とともにj放しくなるので，

〕の ìJ，\U支の fì屯匪II)~ で ， 支UJütの{止Jい方が多くなる 54)

たがって冷宮:がなければ，百十でEl較差が大 きく y

さらに純度が 1'1'-1)いために友の日照 1I午問が長いブナ布:

の方が， i29南11妄i也よりも稲作にイミー利になる.

日I!攻差が正ij収量を芙JJlするための重要な条件にな

るこ とは，東北地方の単位面積当 りの収量の分布か

1980年におらも二)三位!されること である. 第 7図は，

ける東北地点の市町村日IJ水稲平年収量の分布を示し

10 a当り 600kg以上の収量をあげたたものである

地域は，北から青森県津軽平野南部，l*1王i県の横手

山Jf~県 の i上l形盆地と米沢盆地 ， そし て福島県~'?~J也 3

いずれも日 w交差の大きい!大11;1~の盆の会主It盆地など，

地である55)

ところで，東北地方では一般に日本海側の地域の

こオFしは，太平洋側IJの地域 よりも収量がい.;5'が 1
普通の年でも夏季には太平洋側よりも日本海似IJの方

そjーしは 3いためであるがIl!ljy:.ーの日が多く気温も

1 :: 1 本 /hj:{!~IJ に は í lお況が流れ太平洋üllJ に は寒流が流れて

多日記な{fj¥i東j孔が太平洋mlJで、ょ十iいること ，友に冷涼

|ミ!木潟側ではこの風が!梨;J~J 山 IIIRを越えるil立するが，

ことによって乾1:*しitjjillAitこなるからである56)

(kg， 10呂、

趨 600-700
圏 550-600
~ 500-550 
1四 450-500 
巴 400--450
口 350ー 400
日 y凶作むし

o 60km 

ブナ:出:と 11丘地では3Jトコ てい

l民地では2堅実肥料を施すと のため稲の葉一部

株の!日iの繋が重なり光合性

も，

fstが急速に大きくなり ，

肥料の効県の

日/

/~) 

'a~ 71記1 ~以北Jl~)j における ï]Zfm の、 1;{1.11Y.ti: 

(1980{1:.) 1 1日 平 1 155 .{1三円 竹下'!J統計か ら VI ・ ) J~
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能力が搭ちる. しかも呼吸翠;は葉の面積に比例して増加するので， 施のilf日には収量が {IIIびな

い.他方，ブナ帯では施肥による菜ののび方が小さいので， 多量の)肥料を投下しても菜はそれほど大

きくならないので，施JJ巴呈:に応じてJj文章が多くなるのである57)

V ブナ帯における稲作の眼界

V--l. i令'苔

稲作技術が高度に発達したとはいえ， 冷夏や1=1!照不足がたびたびおこるフマナ;出;は，熱荷起の稲に

とって必ずしも安全な生育条件をもっているとは限らない. 稲作技術が発達する以前はその被害はさ

らに大きく， 1601cii三から 1913cii三までにおきた東北j也方の凶 229自のうち， 40%はJ令言:によるもの

であったといわれるお)江戸期の元禄，天明，天保の三大凶作では， 東北地方で3分作が普通であり

l分作以 iてのところも多かった(令官:による凶作で，江戸期後三i三には東北地方の人仁iは減少し末期に，

なっても回復できなかった59) 明治期に入ってからも冷害は多く， しかも述統して j-iこった. ~I守に

18691:1三(明治2)前後と1905年〈明治38)前後， 1934年 (1昭和 9)前後、の被害が大きかった.作況指

数は，東北地方全体で'1905{1三のj坊合には45，1934年の場合は46であった

第二次世界大戦後， 冷害による減収率は全体に小さくなり，冷害年であるにもかかわらず地域によ

ては半年より収量の多い場合もλ られるようになった. また，局地的な不凶作ですむよ川こなるこ

とも多い. 1960年代から1910年代前半までは，天候に恵まれたこともあって，収量水準も)11員剖にイ111

び，冷害もかなり克服されたかにみえたが，1976年と1980:::1ミ， 1981年と厳しい冷害にみまわれること

になった. 1970年以来の米の生産問主主政策のもとで， (令書におjーするlijj止技術が後迭の兆しがあるため

ともいわれているカ:::60)， もともと !Hl葉樹林若干にそって広がってきた稲の完;さに弱いという形質~j:，本

質的に変っていないようにも忠える.

j苛矢口のj湿り， (4~害には遅延型のものと障害型のもの， およびそれらが重復した混合型のものがあ

ソ
/C:) ，ある にわたる低温により稲の生育がおくれ， 秋の茶さがj厳しくなってか

b ることにより， 米粒に十分でんぷんが蓄積されないものである61) f也方，

1・品の特に低(ltiiに敏感なさiミ生長期の前日lに200C以Iごの低温になると， 花器の形成が|埠筈をうけ，不稔

開が多くでるようになることである62) 最近の大きな冷害のうち， 1980年のものは冷害， 1981 

年のものは遅延型冷害に分類される

1980年の場合， 5月中旬から 6月中旬までは高温で日!限も多かったが， 6月末から 9月上旬まで，

長期間の異常となった.特に 7月151ミiから20日頃までと 7月末から 8月一上旬 8月下toの気出
しく低くなった. さらに， 7月と 8月には太平洋側で間の|ヨが多く， 1=:1照りも少くなった.この

年は，オホーツグ海高気圧が発達し， そこから冷涼な偏東風(ヤマセ)が東北地方の太平洋mlJにむけ

てふき出すといっ となった63)

この結果，東北地方全体の作況出数が78という， 第二次世界大1pl後最悲の状態になった.彼古:の状

況を作況指数の市lllTi寸月IJ分布からみると 8-al玄1)，まず， 青森県の下北半島全域や主半島北

i'fl) J 南部地方， の北部と下!な地方では作況指数の10以下という j表被をうけたことがわ
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a)1980年 b) 1981年

日812¥ \4~北地方ーにおける水稲の1'1 泌 i 日数

0-30 
31-50 

51-70 
71-80 

81-90 
91-98 

99-111 
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水稲作なし

o 60km 
1!_--_j 

J}~*本水 i~f 1tì以 :1 ヒy?とー法試験 .!)} (1981): J'.!k北地]或におけ る 55~刊行刀の記J::f、 j およひ ff， J (982): r東北i也JrR
における56;'1-:.冷'，1::の記J_:fdからfl:)JX.

かる.この(也に被告が:大きヵ、寸たのは， 山手YlL の速担f会;-{~J住か ら 7:Y t)&~il~ lk;、';-¥'11世j或のース¥平洋岸と福島県の

1\ IiT武 Ij1~ 山 j 也奥村山1IIí(の 点 I tlj き 示、~Tt'liの地域であ '_Jjこ.{氏BilletがUfilWJ孔によ 〉てもたらされたために，地形

|切に太・fWI に íJ J_~ り IL'1 し て いる 地JL~の被~f~} が大 きか 也 Bj 二 冷涼な)弘しがi克一、I;J山IlIRを，1!2える と気が上昇

し， I ~日-九!本;託泊均ih卸ijパ{官仰仰側H卯則u問1).でCは， i背j今l;f森!忠示Uυ刈jPA県il日lA;やi私j大(1川一1封tH県fR{北J京ね{'il恥;リl

4紋大|川LI、干¥'ド，九斗叩-U1リ型町!可f々やJ~↓行抄柑航i古ず筑b'l千自針鈴{~l口j地り白ι，~， LL川L

l比山点jよh七~北地J方]ゴゴ全ごゴi体本と し てみれ(!~r、， 11本i}1jHlII と j七 iば して太、\ '- 1 川~Ij は ;皆しいを受け iこ

;/_l延Jfj'_!i令17i;:であ )/ことされど)1981T-に(よ， 111 1 [I'jil、，
Ji'J1JJの 5}j ! 11ノ[川、ら 6J:J主での低土 j)l!日不;とによ
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り，稲の初期生育がおくれた.その後7月からは 多引当とな り， 手前のJjミ育は急速に回復した

らみj却とIU砲. I ~月花見Jjには低温によ る被害は少なか jこだ)~， 9月の登熟期jには気温が下がり，発育不

良の被害をうけた.この年の低ìl:孟は，前年みられたt{t--fm 1!i~冷夏と ， シベリア大陸より本気が流入す一

る第二種111冷夏のIilijブjによ るものであった64) また，こ σコI，fーは{氏品uこ力11えて台風によ る被害も大きか

1981年における東北地方の作況指数は85であっ た.被'主.の分布:1犬Oeは Tiil1， 1三の場合とは大きく 辿っ

て，東西方向の差よりも南北方ー向の差が顕著にみられた咽 ~II'~)JIJ の刊さ況 l官数によると，青森県の65，岩

手県の76，秋田県と宮JJ&W~ の 88 ， 山形県の92，福島県の94と， :1じカ〉ら南にゆくに従ってfr:柄が上昇し

ている.ただし， 同じ純度の太可三洋{員IJと日本海側を比if安寸一ると， 1::1'本海側の方が被害が少かった.全

体としては， 1980年の場合ほど地おl{による差が大きいわトナではな く， 平年作lこ達したのは山形県のi

山市と福島県の会津盆地と i主河市周辺に|決られていた-J.長も大きtJ:_被害をうけたのがやはり下北半島

で， 作況指数が20程度であり {大いで青森県から岩手県ゴヒ~~I) に至るー で収量;が低かった.秋田 Wl~1 ヒ

東出1)から岩手県にかけては， 1乍況:指数は70から80，T:*日:U泉南部から宮城県北部にかけては， 80から90

であり， 山形県と福島県では作況指数90以上の地域が多iドった

このように冷害の分布をみてくると p 東北地方の稲f乍の地域差の基本ノミターンには， 太平洋側と

日本海iWJの遠い，南北の料!去の差が|別i僚に現われているように忠、える. これに ))11えて，行illsiiのI;::Jさ

が，純度の違い と同じような効果をおよぼすことは， 二|じヒ山地や1\可武j)1!~ UJJι 奥 ~n 山 JJ I R や朝日

山地， I也後tlJJlI長に位置する地域がJ令書の常誕地であることからも山内手でき る 株高が1:((:すにつれて稲

作は強い自然の1~Iij;lJ をうけるよ う になり，松山jiこ)むじた本長i吉7ブ]法が必、~ーになる . 次にこのような状況

を山形県西置賜郡小国町の事例でみてみよう

V-2. 開高による稲作の差65)

小は山形県のfEl南部新潟県境に位置し 3 朝日述と飯 l~: Jili:峰にはさまれたはIIHiの盆地lかなら

る.1980年の農業セ ンサースによると y 農家数は1，220，経ミ営*田而fJ実はJ，lJ3haであり，7}c日:1は総耕地

jifif責の86.1%にあた ー〉た. 小国町ーの10a当りの水稲i収量をみると， 平年fl=で420kgにすぎず，県でも

本キヨニシキの収21- 1 980Y'111月の111'1きJI支りによりイ乍j求
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J忌込副-イ{低包の水準でで、ある. 1980似例牛の小i国主2到lド!川川iリ吋|りr宇に;ji

にしき3ω0.3タ形伝 3 さわのはなl叩0.8タ%でで、ある. ところでで、， 山形県で多く栽j告されているうる‘ら米の

おおまかに整日j!すると 7 食I床やの};¥i、で優れたものから 3 サワーニシキ， さえつのはな，キヨニシ

キ，はなひかり，やまてにしきのとなり， iíliJì令i生やìMJいもらが~'l生 p そして抜i吾しやすさという点で

はj主のJlI良となる. こうしてみると， ノトではLLi][のもmUi令性が強い られ，稲作条件の

;巴いj也J!;えといえよう e

小出IIIJ司の 1-1=1 央 i~b において， ~jtからの荒川の本流に京からの川が合流する さらに，少し西の -I~-iJiE 

で y 南からの玉川が荒川に)mわる. 荒)11の谷ではまで，玉川の谷では椋まで，横)11

の谷では併し，-1)が400mまでフjくEEIが分布している.それぞれの谷では， 1sS;;'.1i500m付近まで地形的には7Sく

111;白地が分布しているにもかかわらずy 積雪が多く栽培可能が短いことや寒冷な気{長のため，原

町として放置されてきた.そこは， UJ菜保11支やカヤの保坂地として利用されるにすぎない

小田IllJでは 200m以下l土平坦部とよばれている(安b3表). 平坦部では 3月の中旬から下旬

には雪が溶ける.そして， I壬i舶の最盛期は 5J::J 181ヨである.主として II:~ 苗が植えられるが， 20%程度

は稚百も}'FJいられる.lfJl極をみると 3 キヨニシキが最も多く， さわのはながこれに次いでいる. 1980 

年の平年収量は10a当り470kgでノトでは最もおかったが，山形県の平均よりも 90kgも低かった.

による被害は比較的少く， 1980年の作況指数は90から 100で， 王子年作以上の地域もかなりみられ

た.この地域は地 {rこ近いこと，冬季に されることから， IUJの1=1=1心部に立地する

;lll勤する 多い

標高200mから260mまでの地域は中山とよばれ， 4月初旬になる.田J直の最盛期は 5月

22 日であり，が伺いら~~しる. 品種については、キヨニシキが{衣然として立三{本であるが，さわのは

なに代ってやまてにしきがみられるようになる.冷害の被害も大きくなり， 1980年の作況指数は70か

ら80であった. 10 a当りの水稲の平年収量は 420kgで、ある. この地域の主要道路の常I!寺除雪実現がし

たのは1975年頃であり， それでも冬季にはIllJの1=1=1心g-I)まで 111寺11¥lを要するので 3 通勤兼業は少く，日

j語兼業者が多い.

正ii260m0、!この水|壬!が分布する地i或は， 山1I日sI)とよばhる. ~~~\雪 n月は 1:1=1UJIl¥lrmとほぼ同じである

が， 111舶の長峰山jは31ミI;llれる. ニヤヨニシキの栽培限界に近く，やまでにしき

る. 10 a当りの平年4文章;は390kgで，収の年による変動は大きい， 1980年の

た場所が多く，作況指数も全体で60以下となった. この地域で

ほするが，キノコやUJ菜採取が収入の 1=1:1でかなりのウェイトを l主めるようになら

も多くみられる.

すーるようにな

よっては山

小国IfIJでは， 11111¥1 ;}I¥ほどミが低く不安定な7k稲作を術うために，さまざまな山地利用が行わjノl

てきた.焼却!におけるソパ，アズキ，ダfコンの栽培，木炭の製造， ゼンマイやワラビ，ウド，フキ

コゴミなどの山菜の支や，ナメコ， マイタケなどのキノコ どの文も行われた.そ

の他に木地の製作や狩~ì\もみられた66) 青草を刈り，牛馬の飼料やJií: lt主)j己に使 )=FJ された. しかし， 1960

年頃ーからこの地域も大きく変っfこ. 稲作の省力化が i立められ，通勤来業や日)~兼業が21、 j記するにつ
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~"L， iJJHs7FU用 してしまった.小出!lIJの例からわかるように，稲作の地域差は? ぞれ在

している人々の生業の速いとも深くかかわっているのである.

りむすび

1970年以来の米の によって，稲{乍の後退傾向が九られるが， IJ +"ア
dつ('0

ことには変りがない.稲作はj乏い即日本の経済の悲拾であったとともに， 社会や文化の行17迭とも深ペ

かかわってきた.この報告では， [1本における稲作の成立とj広大， そして発!艮を F 主に*北地方のブ

ナ帯を iこ!こ!心 してきfこ

フごナ帯に稲fj:，が伝わったのは比較的早く， ~I三jヒ半島においても 3 紀元 3 ¥11紀末にはすでに稲作が始

められていた痕跡がある しかし， フcナにおける稲作の定着はill[れ，本格的に稲作の発展がみられ

たのは明治JW以降，特に第二次jJt界大戦後のことである. ブごナの稲VI=Vi，稲作技術の進歩ーと土地&

した.なかでも， 1171種改良や栽培の延長のための七の

農機具の改良普及など， fTIWI=j支l'むの向上にはめざましいも肥料-薬剤の普及 3

のがあった 春と秋の低温， ，霜などの被害をある ることがきれば， 1]絞差が大きく

夏の 1:::1照i待問の長いフJナ帯は，稲作Jこ有利な条件をもっている

おいては，明治期以降稲作面積は急速に拡大するとともに，L民主も上昇し， 安定した.

1960年代からフごナ帯が全国で、も をもつようになった. しかも，ササニシキに代表さ

れる良質-良食味の米の産地となった

しかし，フJナ帯の稲は{衣然として寒さによって大きな1biJ約をうけてし¥る. そのことは，近年の

によって明確に示された_ 1980年と1981年の低温による被害の分布によって， 京北地方における稲作

の地域差は，南北の差に}]IIえて太平戸HJQIJと日本海iJ!IJ， 沿岸地域と!大i陸地域の差として現われることが

わかった.さらに保高の速いは，南北の差と似た効果をもっているこ!芯じて工夫されている稲

ることによって， 稲作の違いはさ1:-業形態の速いと密接な関係があり，

文化の地域差にまでかかわ-)てくることを子位lすることができた

本研究を始めるきっかけをつくってくださったブヅ花:研究会(代去者 市川健夫 京京芸大tiff刻支〉の諸氏に感

謝申し上げる.字社告をまとめるにあたっては 3 京北)~~~lilIc )f:0 )京北)J~~~試験場， M14北地方の各jlil の J12業 1M;-2え 1i!1ーや出来改

良;此農業協同組合，食組事務所， tE業試験場の方々，各地で聞き取りに応じて|ごさった農家のプ1々 に大変お-1J1s/iに

なった.現地調査の際には筑波大学大学院の引地俊夫氏の協力を何た.製 I:RIは筑波大学地球科学系の小111~í12I1郎氏に依

頼した. この報告の作成にあたって，昭和57年度文部省科学研究究所lD)J金奨励研究ωI)X~冷地における稲作技術の地

域生態J (it~去右田林 i札課也書ち 57780202) と 11日示1157 :J':ì三度筑波大ヤ:ツ:[人!ブ iコジコタト奨励州うど「ブナ :i?における稲

{jfの発展と1;_l1界J (代表者日i科lりj)によるjiJ[究18:の--)'mを使用した_ l~，U二を記してお礼!こp しあげる
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Development of Rice Cultivation in Beech Forest Belt， Japan 

Akira TABA Y ASHI 

Rice cultivation had long supported the ]apanese who1e economy as well as the dense 

rural population by the end of the nineteenth century. At present rice cultivation still 

continues to be the most important agricultural activity in Japan， although its irnportance 

has been declining since the beginning of rice crop adjustment in 1970 to solve over-

production problem.s. Distribution maps of rice presented in this paper show that the 

main rice producing regions are located in the northern part of Japan which coincides 

with the beech forest belt stretching from the Tosan through the Tohoku to the 

Hokkaido districts. The beech forest has relatively hostile environmentaL conditions to 

rice cultivation originated from the tropics or the subtropics. The objective of this study 

is to explain how rice cultivation was established in the beech forest belt and how its 

severe environmental conditions were successfully overcome 

Recent studies 1'eveal that rice was first domesticated in either Yunnan of China， Assam 

01' Hima1ayas and spread into the alluvial plains of southern China. Rice was introduced 

to northern Kyushu directly from southern China in the third centu了y B. C. ¥̂lhich 

marked the beginning of the Yαyoi cultuye based on rice cultivation. It rapidly expanded 

into the southwestern part of Honshu covered with laurel forest， reaching the Nobi Plain 

located in the central Honshu by B. C. 100. Progress northward was slow. Rice cultivation 

in the southern part of the Tohoku district began by the first century A. D. and reached 

the northernmost of Honshu in the tbird century A. D.. It was mainly restricted to 

alluvial p1ains of favorable environmental conditions in the Tohoku district by the early 

seventeenth century. During the Edo era， especially between 1700 and 1800， there was a 

considerable increase in paddy fields in the Tohoku district. I<.eal development of rice 

cultivation in the beech forest belt， however， took place after the Meiji 1'estoration 

(1868) and especially after World War II. The acreage of rice fields and the y ield per 10 

ares in the Tohoku district increased by 60 per cent (30 per cent in ove1'a11 ]apan) and 

220 pe1' cent (150 per cent in overall Japan) respectively during a ninety years bet¥'veen 

1890 and 1970. It was not until the late nineteenth century that rice became of any 

importance in Hokkaido， where rice fields increased from 3，000 hectares in 1880 to 

290，000 hectares in 1970. 

This has been possible to a large extent by the progress of rice grm~7ing techniq ues 

and the improvement of land conditions and rice growers' associations. Among various 

new jmprovement attained after the turn of the century J those of particular importance 

were the application of dried fish， oil-cake and chemical fertilizers and use of improved 

rice varieties. These va1'ieties are tolerant of cold weather， insect and disease damages， 

and heavy application of fertilizers， while some of them have a shorter gro'wing season 
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well avoiding the cold weather in late spring and early autumn. Due to the introducion 

of protected semi・irrigatedrice nursery and the protected upland rice nursery in the 

1950' s， transplantation of young rice plants to the field becallJ.e undertaken one month 

earlier， thus extending the actual growing season for one month. This enables farmers to 

grow high-yielding medium・ orlate-maturing varieties. Besides， various techniques such 

as water management， disease and insect contr‘01， fertilizer application and tools and 

machines have been improved. 

If the problems derived from cold weather and a shorter growing season are solved， 

the environmental conditions of the beech forest belt are rather superior to those of the 

laurel forest belt in trems of rice yield. The latter suffers from severe damage of pests， 

disease and typhoon. Photosynthetic capacity of rice does not differ within the range 

from 180C to 340C， while respiratory activity increases in direct proportion to temperature 

Since the night temperature is relatively high in the laurel forest belt， 111uch of the 

material stored by photosynthesis during daytime is consumed by respiration at night. 

1n the beech forest belt photosynthetic capacity during daytime is same， while respir・a-

tory activity remains much less becuse of its low night temperature. Thus the areas 

with a large temperature difference between day and night tend to produce higher 

yield. 1n addition， the beech forest belt enjoys longer daytime length in sumロJ.erbecause 

of its higher latitude. 

Despite the improved techiques， the hostile environmental conditions of the beech 

forest belt have restricted rice cultivation. This is 'vlell exemplified by the severe cold 

injury of the Tohoku district in 1980 and 1981. The ratios of the yield in 1980 and 198] 

to that of the normal year are 78 and 85 respectively. There are clear regional differ-

ences in the degree of damages by these cold summers between northern part and 

southern part， eastern part and western part， coastal plains and inland basins， and low 

altitude areas and high altitude areas. We may find a clue to the understanding of 

regional characteristics of Japanese rural region through other analyses of regional differ-

ences in various features of rice cultivation. 




